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印
章
に
よ
る
禅
林
墨
蹟
の
鑑
識
（
劉
）

印
章
に
よ
る
禅
林
墨
蹟
の
鑑
識

│
│
黄
檗
三
筆
を
中
心
に
│
│劉 

　
　
　
作
　
　
勝

は 

じ 

め 

に

　
黄
檗
美
術
に
お
い
て
、
僧
侶
た
ち
が
そ
の
手
で
書
き
残
し
た
作
品
中
最
も
多
い
の

は
墨
跡
で
あ
る
。
宗
法
伝
播
・
大
衆
接
化
・
芸
文
交
流
の
た
め
の
一
手
段
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
を
発
揮
し
、「
黄
檗
禅
林
の
書
」
と
い
う
日
本
書
道
史
上
に
特
色

あ
る
書
風
を
確
立
し
た
。
そ
の
中
で
も
代
表
さ
れ
る
の
は
隠
元
、
木
庵
、
即
非
の
三

人
で
、「
平
安
三
筆
」、「
寛
永
三
筆
」
と
並
び
、
書
道
史
上
で
は
「
黄
檗
三
筆
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
。

　
三
筆
の
そ
の
堂
々
た
る
書
風
は
渡
来
時
点
か
ら
、
今
日
ま
で
、
禅
林
お
よ
び
書
道

史
上
に
お
い
て
、
大
変
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
特
に
黄

檗
山
萬
福
寺
と
、
い
わ
ゆ
る
煎
茶
道
と
の
結
び
つ
き
に
よ
り
、
茶
道
の
席
に
お
け
る

大
徳
寺
の
も
の
の
ご
と
く
、
煎
茶
の
席
に
は
、
三
筆
の
墨
蹟
が
珍
重
さ
れ
、
高
い
価

値
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
三
筆
の
墨
蹟
は
、
愛
好
し
た
り
、
探
し
求
め
た
り
す
る

人
が
い
る
の
で
、
価
値
が
生
ま
れ
る
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
さ
ら
に
「
代
筆
」、

「
倣
」、「
造
」
な
ど
の
現
象
が
起
っ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
江
戸
後
期
か
ら
今
日
に

亘
っ
て
、
こ
の
三
筆
を
名
乗
る
偽
作
が
多
数
出
回
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
真
偽
を
見
分
け
る
に
は
相
当
の
根
拠
と
論
証
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は

作
品
の
印
章
に
着
眼
し
て
鑑
識
を
試
み
る
。

　
印
章
は
古
く
か
ら
官
私
を
問
わ
ず
、
使
用
者
の
信
用
物
件
で
あ
っ
た
。
後
に
は
書

画
作
品
に
も
使
用
さ
れ
、
筆
墨
に
輝
き
を
増
し
、
確
か
に
作
者
の
作
品
で
あ
る
こ
と

を
表
明
す
る
重
要
な
存
在
で
あ
る
。
印
章
の
材
質
が
比
較
的
堅
硬
な
も
の
で
あ
る
か

ら
、
生
涯
に
亘
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
書
画
家
の
場
合
は
環
境
、
心
態
、

用
具
、
或
い
は
時
代
の
変
化
に
よ
っ
て
作
風
が
変
わ
っ
て
く
る
が
、
作
品
に
捺
す
印

章
が
そ
れ
ら
の
変
化
に
影
響
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
印
章
の
真
偽
を
も
っ
て
作

品
の
真
偽
判
断
の
助
け
と
す
る
こ
と
は
か
な
り
の
根
拠
が
あ
る
。

　
本
考
察
は
二
つ
の
鑑
識
を
行
う
。
一
つ
は
三
筆
の
所
用
印
章
に
託
さ
れ
る
弘
法
精

神
に
関
す
る
鑑
識
、
も
う
一
つ
は
作
品
に
お
け
る
印
章
の
鑑
別
に
重
点
を
置
き
、
三

筆
の
作
品
の
真
偽
を
弁
じ
是
非
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
所
用
資
料
は
筆
者
が
近
年
、

各
地
で
の
調
査
、
お
よ
び
鑑
識
を
依
頼
さ
れ
た
資
料
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
黄
檗
墨
蹟
に
お
け
る
印
章
の
特
殊
意
味

1
、
引
首
印
に
よ
る
法
脈
継
承
の
誇
示

　
印
章
は
、
古
代
人
た
ち
の
社
会
生
活
と
交
流
の
過
程
に
お
い
て
、
一
種
の
信
用
保

証
の
た
め
の
道
具
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
書
画
家
は
そ
れ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
確
か
に
自
分
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
、
観
賞
者
は
印
章
と
作
品
の
組
み
合

わ
せ
の
美
、
ま
た
、
印
章
に
託
し
て
い
る
作
者
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
名
、

字
、
号
、
年
齢
、
里
籍
、
書
斎
名
、
志
向
な
ど
）
を
了
解
で
き
る
。
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書
画
作
品
中
に
お
け
る
用
印
は
位
置
に
よ
っ
て
呼
び
方
が
異
な
る
。
通
常
使
用
さ

れ
る
の
は
、
右
肩
の
引
首
印
、
署
名
下
の
落
款
印
、
そ
れ
以
外
、
左
下
の
圧
角
印

（
押
脚
印
と
も
言
い
）、
空
白
の
部
分
に
自
由
に
使
う
遊
印
等
の
数
種
で
あ
る
。

　
引
首
印
は
ま
た
、
関
防
印
と
も
い
う
。
自
分
の
名
前
よ
り
高
い
位
置
に
使
う
の

で
、
志
向
を
込
め
る
字
句
や
好
み
の
詩
句
、
堂
号
な
ど
を
刻
む
。
引
首
印
の
使
用
は

宋
代
以
降
か
ら
と
い
わ
れ
、
最
初
は
書
画
作
者
本
人
が
押
す
も
の
で
は
な
く
、
収
蔵

者
、
と
く
に
皇
室
宮
廷
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
場
合
に
、
内
府
の
収
蔵
印
を
押

す
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
明
代
で
は
初
期
の
文
徴
明
、
祝
允
明
か
ら
中
期
の
董
其
昌
ま

で
、
作
品
に
は
引
首
印
が
見
ら
れ
な
い
。
引
首
印
の
位
置
に
印
が
あ
る
場
合
、
作
者

本
人
の
印
章
で
は
な
く
、
後
に
捺
さ
れ
た
収
蔵
印
で
あ
る
。
明
末
、
書
作
品
は
机
案

の
上
に
展
玩
す
る
横
長
い
巻
子
、
折
り
帖
形
式
か
ら
縦
長
い
掛
け
軸
の
形
と
な
り
、

右
肩
に
引
首
印
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
一
方
、
禅
林
で
は
、
引
首
印
使
用
は
早
く
も
元
代
（
一
二
七
一
〜
一
三
六
八
）
か

ら
始
ま
っ
た
。
釈
良
琦
（
元
代
中
期
）
の
墨
蹟
に
は
「
龍
門
」
印
、
釈
普
荘
（
一
三

四
五

－

一
四
〇
三
）
の
墨
蹟
に
は
「
呆
庵
」
印
、
釈
来
復
（
一
三
一
九

－

九
一
）
の

墨
蹟
に
は
「
豫
章
山
房
」
印
な
ど
の
引
首
印
を
使
用
し
て
い
）
1
（
る
。
し
か
し
印
文
は
い

ず
れ
も
書
斎
名
で
あ
り
、
宗
派
法
系
に
関
わ
ら
な
い
。
隠
元
ら
の
黄
檗
僧
の
墨
蹟
に

引
首
印
を
使
う
習
慣
は
、
元
代
禅
林
か
ら
墨
蹟
に
引
首
使
用
の
流
れ
な
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
禅
宗
で
は
、
師
が
弟
子
に
法
位
を
嗣
が
せ
る
際
、
こ
の
法
を
授
け
た
と
い
う
証
拠

と
な
り
、
同
時
に
弟
子
対
師
の
法
系
上
の
従
属
関
係
を
表
示
す
る
、
一
種
の
信
用
物

件
が
必
要
だ
っ
た
。
隠
元
は
崇
禎
六
年
（
一
六
三
三
）
に
費
隠
（
一
五
九
三

－

一
六

六
一
）
の
法
を
嗣
ぎ
、
払
子
と
偈
を
与
え
ら
れ
、
つ
い
で
同
十
年
（
一
六
三
七
）
に

源
）
2
（
流
と
法
衣
を
師
費
隠
よ
り
与
え
ら
れ
た
。
名
実
と
も
に
費
隠
の
法
嗣
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
源
流
と
は
嗣
法
の
証
と
し
て
師
か
ら
弟
子
に
付
与
さ
れ
る
、
法
脈
の
系
譜

の
こ
と
で
あ
る
。
隠
元
墨
蹟
の
中
に
あ
る
、「
源
流
」（
付
木
）
3
（
庵
）「
源
流
印
証
法

語
」（
付
龍
）
4
（
渓
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
黄
檗
派
で
は
こ
の
よ
う
な
手
順
で
嗣
法
す
る
の

を
常
と
し
た
。

　
一
方
、
法
嗣
ら
が
自
分
の
法
系
の
正
統
性
、
法
脈
の
継
承
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す

る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
形
で
そ
れ
を
表
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
墨
蹟

に
お
い
て
は
、
印
章
と
し
て
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
位
置
は
や
は
り
尊
敬
の
意

を
込
め
て
自
分
の
名
前
よ
り
高
く
し
、
作
品
の
右
上
、
引
首
印
の
場
所
に
当
た
る
位

置
に
鈐
印
さ
れ
て
い
る
。

　
隠
元
墨
蹟
に
使
わ
れ
て
い
る
引
首
印
「
臨
済
正
宗
」、「
臨
済
正
宗
三
十
二
世
」

（
図
1
の
②
参
照
）
で
は
、
自
分
の
法
系
、
法
脈
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
表
示

方
式
は
師
の
費
隠
の
影
響
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
存
の
費
隠
　
の
墨

蹟
の
調
査
に
よ
る
と
、
費
隠
の
使
う
引
首
印
は
四
種
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
臨
済
正
宗

第
三
十
一
世
」
印
（
図
1
の
①
参
照
）
二
種
、「
曹
渓
正
脈
三
十
五
世
」
印
二
種

で
、
い
ず
れ
も
法
脈
を
示
す
内
容
で
あ
る
。
遡
っ
て
費
隠
の
師
密
雲
（
一
五
六
六

－

一
六
四
二
）
の
墨
蹟
を
見
て
も
、
こ
の
よ
う
な
印
章
は
見
つ
か
ら
な
い
。
よ
っ
て
黄

檗
派
の
法
系
、
法
脈
を
墨
蹟
の
中
に
印
章
の
方
式
で
表
示
す
る
こ
と
は
、
費
隠
か
ら

始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
隠
元
の
法
嗣
木
庵
（
一
六
一
一

－

一
六
八
四
）
は
「
臨
済
正
宗
」
印
（
図
1
の
③

参
）
5
（
照
）、
即
非
（
一
六
一
六

－

一
六
七
一
）
は
「
臨
済
正
宗
三
十
三
世
」
印
（
図
1

の
④
参
）
6
（
照
）
を
使
っ
て
お
り
、
そ
の
後
の
黄
檗
法
子
法
孫
ら
は
、
墨
蹟
に
は
い
ず
れ

も
「
臨
済
正
宗
」、「
臨
済
世
宗
第
〇
〇
」、「
黄
檗
正
宗
」
の
引
首
印
を
使
っ
て
、

代
々
こ
の
表
記
方
式
を
継
承
し
て
い
）
7
（
る
。
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図
1
の
①
　
臨
済
正
宗
第
三
十
一
世
（
費
隠
用
）　
　
図
1
の
③
　
臨
済
正
宗
（
木
庵
用
）

図
1
の
②
　
臨
済
正
宗
三
十
二
世
（
隠
元
用
）　
図
1
の
④
　
臨
済
正
宗
三
十
二
世
（
即
非
用
）

図
2
の
①
　
回
文
印
布
字
順
　
　
図
2
の
③

1

4

釈

隠

2

3

元

印

図
2
の
② 

即
非
の
回
文
印
「
釈
如
一
印
」

印
章
に
よ
る
禅
林
墨
蹟
の
鑑
識
（
劉
）

2
、
印
法
及
び
鈐
印
の
特
徴

　
印
文
排
列
は
通
常
、
上
か
ら
下
、
右
か
ら
左
と
い
う
原
則
に
よ
り
、
各
時
代
、
広

く
採
用
さ
れ
て
き
た
。
時
と
し
て
印
面
の
章
法
を
調
整
す
る
た
め
逆
時
針
方
向
の
排

列
方
式
、
回
文
法
（
図
2
の
①
参
照
）
も
使
わ
れ
、
回
文
印
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
隠

元
印
章
の
中
で
唯
一
の
回
文
印
は
落
款
印
⑦
「
釈
隠
元
印
」
で
あ
る
。
ま
た
隠
元
の

師
費
隠
、
弟
子
の
木
庵
、
即
非
、
千
呆
ら
が
い
ず
れ
も
「
釈
○
○
印
」
の
回
文
印
を

も
っ
て
い
る
（
図
2
の
②
参
照
）。
禅
僧
の
場
合
、
法
号
を
授
け
ら
れ
る
と
旧
姓
名

を
捨
て
、
釈
迦
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
を
表
す
た
め
に
、
釈
を
姓
と
し
て
用
い
て
、

「
釈
〇
〇
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
る
。
印
章
の
一
般
の
排
列
方
式
に
す
れ
ば
「
釈
〇
　

〇
印
」（
図
2
の
③
参
考
）
と
法
号
の
処
理
が
二
行
に
わ
た
り
散
漫
に
な
る
。
そ
れ

を
避
け
る
た
め
、
回
文
法
を
活
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
明
代
書
画
用
印
形
式
は
元
代
風
格
の
沿
襲
で
、
款
字
の
下
、
横
、
及
び
中
間
に
鈐

印
す
る
。
鈐
印
印
章
の
数
は
一
方
も
あ
れ
ば
二
方
も
あ
る
。
黄
檗
三
筆
用
印
は
主
に

二
方
を
使
い
、
主
と
し
て
上
は
名
（「
隆
琦
」、「
隆
琦
之
印
」）
号
（「
檗
山
主
人
」）、

下
は
法
名
（「
隠
元
」、「
隠
元
之
印
」）、
印
文
は
一
般
で
は
上
朱
（
文
）
下
白

（
文
）。
稀
に
上
白
下
朱
を
使
う
こ
と
が
あ
る
。
印
章
の
大
小
と
作
品
内
容
と
の
配
合

に
つ
い
て
は
当
時
で
は
特
に
決
ま
り
が
な
い
。
明
代
の
代
表
書
家
文
徴
明
は
条
幅
大

作
に
尺
牘
用
の
小
印
を
使
い
、
董
其
昌
は
小
作
に
大
印
を
用
い
る
例
も
あ
る
。
し
か

し
三
筆
の
用
印
に
は
こ
だ
わ
り
が
あ
り
、
作
品
の
大
小
に
よ
っ
て
適
宜
使
い
分
け
ら

れ
て
い
る
。

　
三
筆
印
章
の
印
風
か
ら
見
れ
ば
、
一
人
の
手
に
よ
っ
て
彫
ら
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
彫
り
手
も
特
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
明
中
後
期
の
篆
刻
の
風
格
を

十
分
に
呈
し
て
い
る
。

320



─　  （　）─46

愛
知
学
院
大
学
文
学
部
　
紀
　
要
　
第
三
八
号

二
、
印
章
に
関
す
る
偽
刻
の
鑑
別

　
黄
檗
三
筆
の
墨
蹟
の
偽
造
は
江
戸
後
期
か
ら
す
で
に
始
ま
っ
た
。
今
日
ま
で
の
三

〇
〇
年
余
り
の
間
に
、
計
り
し
れ
な
い
偽
作
が
世
間
に
広
く
流
布
し
て
い
る
。
偽
作

者
の
目
的
は
、
手
っ
取
り
早
く
経
済
的
価
値
を
獲
得
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
、
歴
代

が
公
認
し
た
三
筆
の
墨
蹟
を
偽
作
す
る
。
美
術
年
鑑
に
は
三
筆
の
墨
蹟
一
本
（
掛
け

軸
規
格
）
の
相
場
は
い
ず
れ
も
三
〇
〇
万
円
以
上
の
高
額
で
、
民
間
の
取
引
も
一
〇

〇
万
以
上
の
値
段
で
あ
る
。
黄
檗
三
筆
墨
蹟
の
偽
作
を
作
ろ
う
と
し
た
場
合
、
ま
ず

印
章
の
偽
刻
か
ら
始
ま
る
。
印
章
を
偽
刻
偽
造
す
る
こ
と
は
、
写
真
製
版
の
技
術
が

な
か
っ
た
過
去
に
お
い
て
は
比
較
的
困
難
で
あ
っ
た
。
で
は
実
際
、
三
筆
用
の
印
章

の
偽
作
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
。

　
印
章
は
書
作
品
の
作
者
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
偽
造
に
当
た

る
者
は
作
者
の
印
章
を
偽
刻
し
、
そ
れ
を
書
に
捺
す
こ
と
に
よ
っ
て
人
の
信
用
を
得

よ
う
と
し
た
。
昔
か
ら
印
章
を
偽
作
す
る
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
そ
の
源
流
を
さ

か
の
ぼ
る
と
基
本
的
に
三
種
類
│
│
模
、
倣
、
造
に
帰
納
で
き
る
。
こ
の
三
種
類
の

方
法
は
、
主
と
し
て
早
期
の
方
法
で
あ
り
、
現
代
の
博
物
館
の
複
製
を
含
ん
で
お
ら

ず
、
そ
れ
と
は
概
念
が
や
や
異
な
る
。

1
、
模
刻

　「
模
刻
」
は
、
真
跡
に
対
す
る
模
写
で
あ
り
、「
翻
刻
」、「
摹
刻
」
と
も
い
う
。
真

印
を
偽
刻
す
る
手
法
の
中
で
最
も
高
度
な
制
作
で
あ
り
、
そ
の
た
め
鑑
別
の
際
に
は

非
常
に
難
度
が
高
い
。

　
印
章
を
模
刻
と
い
う
の
は
、
真
印
の
上
に
白
紙
を
覆
っ
て
窓
に
貼
り
付
け
、
紙
の

透
明
度
を
利
用
し
、
光
の
明
る
さ
を
借
り
て
游
糸
筆
を
用
い
て
も
と
ど
お
り
に
写
し

取
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
輪
郭
を
籠
字
に
と
っ
て
か
ら
墨
を
填
め
る
方
法
で

「
双
鉤
填
墨
」
と
呼
ぶ
。
そ
し
て
籠
字
し
た
印
跡
を
印
材
に
移
し
て
か
ら
刻
す
る
の

で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
書
法
の
模
写
に
多
用
さ
れ
る
。
模
の
最
初
の
目
的
は
、
古
代

芸
術
の
精
華
の
作
品
を
学
習
し
保
存
す
る
こ
と
で
あ
り
、
偽
作
と
は
無
関
係
で
あ

る
。

　
印
章
の
偽
造
に
つ
い
て
宋
代
の
米
芾
の
『
画
史
』
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
見
え

る
。

　「
画
は
摹
す
る
べ
く
、
書
は
臨
す
る
べ
く
も
摹
す
る
べ
く
か
ら
ず
。
た
だ
印
は
偽

す
る
べ
か
ら
ず
。
作
り
し
者
は
必
ず
異
な
る
。」

　
模
刻
が
い
く
ら
真
印
に
真
似
し
て
と
い
っ
て
も
、
か
つ
て
は
す
べ
て
実
際
の
細
や

か
な
手
作
業
に
頼
っ
た
わ
け
で
、
寸
分
違
わ
ぬ
印
様
を
刻
り
あ
げ
る
こ
と
な
ど
は
殆

ど
不
可
能
で
あ
っ
た
。
米
芾
の
「
印
は
偽
す
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
指
摘
も
ま
さ
に

こ
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
は
隠
元
、
木
庵
、
即
非
の
墨
蹟
か
ら
具
体
的
な
例
を
あ
げ
て
印
章

の
真
偽
に
つ
い
て
対
比
し
て
み
よ
う
。

　
図
3
の
①
隠
元
の
墨
蹟
に
押
さ
れ
た
「
隆
琦
」
の
朱
文
印
を
見
て
み
よ
う
。
一
見

し
て
よ
く
似
っ
て
い
る
が
、
対
比
し
て
み
る
と
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、「
隆
」

字
の
「
阝
」
旁
、
偽
刻
は
真
印
に
比
べ
て
三
本
の
短
横
画
の
位
置
が
下
が
っ
て
い

る
。
ま
た
、
右
下
の
「
生
」
部
分
の
中
間
の
横
画
が
真
印
よ
り
短
い
。
し
か
も
偽
刻

「
琦
」
の
字
の
右
下
部
「
可
」
の
字
の
中
の
「
口
」
の
部
分
が
真
印
よ
り
大
き
い
か

ら
真
印
と
偽
刻
で
は
明
瞭
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。

　
図
3
の
②
は
木
庵
の
墨
蹟
に
あ
る
「
木
菴
瑫
印
」
白
文
印
。
真
印
で
は
「
菴
」
字

の
左
右
の
縦
線
は
や
や
腰
細
く
に
凹
ん
で
あ
る
が
、
偽
刻
は
直
線
で
あ
る
。
ま
た
、
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図
3
の
①
　
隠
元
を
名
乗
る
偽
作

「
眼
空
向
大
海
」（
福
岡
県
某
寺
院
蔵
）

　
　

　
偽
印
　
　
　

　
真
印

図
3
の
②
　
木
庵
を
名
乗
る
偽
作

「
撲
落
非
他
物
」（
東
京
某
寺
院
蔵
）

　
　

　
偽
印
　
　
　

　
真
印

図
3
の
③
　
即
非
を
名
乗
る
偽
作

「
達
磨
画
讃
」（
福
岡
県
某
資
料
館
蔵
）

　
　

　
偽
印
　
　
　

　
真
印

印
章
に
よ
る
禅
林
墨
蹟
の
鑑
識
（
劉
）

偽
刻
の
「
菴
」
と
「
印
」
字
の
最
終
画
が
真
印
の
直
線
よ
り
や
や
下
さ
が
っ
て
い

る
。

　
こ
の
偽
刻
印
は
木
庵
の
い
く
つ
の
墨
蹟
に
見
ら
れ
の
で
、
よ
っ
て
木
庵
の
偽
作
を

作
る
人
に
は
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
偽
刻
の
印
章
は
真
印
に
非
常
に
酷
似
し
て
い
る
か
ら
、

　
図
3
の
③
は
即
非
の
画
讃
に
使
わ
れ
た
朱
文
印
。
こ
れ
も
明
確
な
差
異
が
見
ら
れ

る
。「
即
」
字
の
「
ヒ
」
の
末
筆
は
真
印
よ
り
偽
刻
の
ほ
う
は
長
い
。
ま
た
「
非
」

字
の
腰
部
の
左
右
向
き
の
横
線
が
短
い
の
に
対
し
て
、
偽
刻
で
は
「
非
」
字
の
腰
部

の
横
線
は
長
い
。

　
以
上
の
偽
刻
の
印
章
は
真
印
に
非
常
に
酷
似
し
て
い
る
か
ら
、
真
偽
の
判
断
は
非

常
に
難
し
い
。
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図
4
の
①
　
隠
元
を
名
乗
る
偽
作

「
歩
々
無
踪
跡
問
着
」（
京
都
某
寺
院
蔵
）

　
偽
印

　
真
印

図
4
の
②
　
木
庵
を
名
乗
る
偽
作

「
茗
煎
氷
客
」（
個
人
蔵
）

　
偽
印

　
真
印

愛
知
学
院
大
学
文
学
部
　
紀
　
要
　
第
三
八
号

2
、
倣
刻

　「
倣
刻
」
に
は
、
二
つ
の
状
態
が
あ
る
。
一
つ
は
、
あ
る
篆
刻
家
の
印
章
の
風
格

と
技
巧
を
学
び
、
自
己
の
芸
術
風
格
を
形
成
す
る
助
け
と
す
る
も
の
で
、
目
的
は
自

己
の
芸
術
水
準
を
高
め
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
習
作
は
、
時
に
は
偽
作
者
に

利
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
偽
作
者
が
偽
作
す
る
た
め
の
手
段
で
あ

る
。

　
倣
と
模
の
手
法
は
非
常
に
近
い
。
た
だ
模
刻
の
場
合
は
紙
を
真
跡
の
印
様
の
上
に

置
い
て
窓
に
貼
り
付
け
、
游
糸
筆
を
用
い
て
印
様
を
と
る
の
に
対
し
て
、
倣
刻
の
場

合
は
真
跡
、
あ
る
い
は
印
譜
を
真
似
し
て
刻
す
る
。
簡
単
に
い
う
と
模
刻
は
「
伝
移

模
写
」
で
あ
り
、
倣
刻
は
も
と
よ
り
お
よ
そ
印
様
を
自
分
の
目
で
見
る
か
ぎ
り
の
も

の
を
刻
す
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
作
法
で
あ
る
か
ら
、
模
倣
者
が
印
を
刻
す
過
程

の
な
か
で
、
往
々
に
し
て
本
人
の
い
く
つ
か
の
技
法
の
習
慣
を
倣
作
に
残
す
こ
と
を
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図
4
の
③
　
即
非
を
名
乗
る
偽
作

「
雪
月
花
」（
長
崎
県
某
寺
院
蔵
）

　
偽
印
　

　
真
印

図
5
の
①
　
隠
元
を
名
乗
る
偽
作

「
観
音
像
画
讃
」（
京
都
某
資
料
館
蔵
）

冒
造
印

印
章
に
よ
る
禅
林
墨
蹟
の
鑑
識
（
劉
）

避
け
ら
れ
な
い
し
、
加
え
て
後
人
が
古
人
の
作
品
を
模
倣
す
る
以
上
、
必
ず
時
代
的

風
格
の
差
異
が
あ
る
も
の
で
、
こ
の
こ
と
が
鑑
定
の
根
拠
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
で

あ
る
。

3
、
造
刻

 

　「
造
刻
」
は
印
章
の
偽
造
で
あ
る
。「
冒
造
（
で
っ
ち
あ
げ
）」
で
あ
り
、
こ
れ
は

全
く
本
人
の
作
品
を
見
た
こ
と
な
い
の
に
無
理
に
偽
造
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
偽

造
法
は
江
戸
期
以
後
に
流
行
し
、
各
地
に
書
画
の
作
坊
（
店
屋
）
が
あ
っ
た
。

　「
冒
造
」
は
完
全
に
架
空
の
臆
測
で
作
ら
れ
、
鑑
定
者
に
と
っ
て
は
今
ま
で
見
た

こ
と
な
い
よ
う
な
印
章
を
使
わ
れ
、
真
偽
の
判
断
を
混
乱
さ
せ
た
。
一
般
の
収
蔵
家

も
原
本
を
見
た
こ
と
が
な
く
、
黄
檗
高
僧
の
名
前
を
知
る
だ
け
な
の
で
、
こ
の
偽
作

を
本
物
だ
と
思
い
騙
さ
れ
る
。
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図
5
の
②
　
木
庵
を
名
乗
る
偽
作

「
一
花
開
五
葉
」（
個
人
蔵
）　

冒
造
印

図
5
の
③
　
即
非
を
名
乗
る
偽
作

「
達
磨
像
画
讃
」（
某
美
術
商
蔵
）

　
冒
造
印

図
6
の
①
　
隠
元
を
名
乗
る
偽
作

「
布
袋
像
画
讃
」（
京
都
某
書
院
蔵
）

　
薄
鈐
印

愛
知
学
院
大
学
文
学
部
　
紀
　
要
　
第
三
八
号

4
、
そ
の
他
（
ご
ま
か
す
類
）

　
偽
印
を
使
う
場
合
、
墨
蹟
の
上
に
明
瞭
に
捺
せ
ば
翻
刻
の
ミ
ス
が
露
呈
す
る
。
そ

こ
で
偽
印
を
隠
す
た
め
、
強
く
捺
さ
ず
微
か
に
見
え
る
程
度
に
鈐
印
さ
れ
た
り
、
ま

た
、
落
款
の
文
字
の
中
に
印
を
入
れ
た
り
す
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
見
た
だ
け
で
偽
作

の
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
判
断
で
き
る
。
と
い
う
の
は
隠
元
を
は
じ
め
黄
檗
僧
た

ち
は
墨
蹟
の
鈐
印
に
大
変
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
お
り
、
印
章
の
位
置
、
印
間
の
間
隔

は
一
定
の
決
ま
り
に
従
い
、
整
然
、
鮮
明
に
捺
さ
れ
る
。
薄
く
捺
す
、
文
字
の
中
に

鈐
印
す
る
な
ど
杜
撰
な
扱
い
は
な
い
。
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図
6
の
②
　
隠
元
を
名
乗
る
偽
作

「
窓
下
金
風
冷
」（
愛
知
県
某
資
料
館
蔵
）

署
名
の
上
に
鈐
印

図
6
の
③
　
木
庵
を
名
乗
る
偽
作

「
観
世
音
菩
薩
」（
個
人
蔵
）　

薄
鈐
印

図
6
の
④
　
即
非
を
名
乗
る
偽
作

「
法
語
」（
岡
山
県
某
資
料
館
蔵
）　

重
複
鈐
印

印
章
に
よ
る
禅
林
墨
蹟
の
鑑
識
（
劉
）

314



─　  （　）─52

図
7
の
①
　
隠
元
を
名
乗
る
偽
作

「
長
嘯
一
声
天
地
驚
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

図
7
の
②

「
長
嘯
一
声
天
地
驚
」
墨
蹟
中
の 

「
隆
琦
之
印
」
の
偽
印

図
7
の
③

「
隆
琦
之
印
」
の
真
印

（
隠
元
「
遺
偈
」
よ
り
）

愛
知
学
院
大
学
文
学
部
　
紀
　
要
　
第
三
八
号

5
、
隠
元
の
印
章
に
見
る
真
偽
対
比
の
具
体
例

　
東
京
国
立
博
物
館
の
所
蔵
品
の
中
に
隠
元
の
墨
蹟
と
さ
れ
る
「
長
嘯
一
声
天
地

驚
」
が
あ
る
。（
図
7
の
①
参
照
）
筆
者
は
そ
の
作
品
を
見
た
時
点
で
、
形
式
、
字

句
、
用
筆
、
字
形
に
対
し
て
い
く
つ
か
の
疑
問
を
持
っ
た
。
し
か
し
感
覚
に
よ
っ
て

の
み
偽
物
だ
と
判
断
す
る
に
は
根
拠
が
不
十
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
字
句
に
つ
い

て
考
察
す
る
と
、
隠
元
墨
蹟
の
字
句
は
「
一
花
開
五
葉
」「
萬
徳
法
中
王
」
な
ど
の

伝
承
の
禅
語
以
外
す
べ
て
自
分
の
詩
偈
を
書
い
て
お
り
「
長
嘯
一
声
天
地
驚
」
の
字

句
は
禅
語
ら
し
く
な
い
し
、
隠
元
の
こ
と
ば
で
も
な
い
。
と
は
い
え
、
他
人
か
ら
の

依
頼
に
よ
っ
て
こ
の
字
句
が
書
か
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
詳
細
に
観

察
す
れ
ば
、
字
形
、
用
筆
も
隠
元
書
風
と
は
異
な
る
が
、
そ
の
と
き
の
心
情
、
紙
筆

の
状
態
に
よ
っ
て
字
形
や
用
筆
が
変
化
す
る
可
能
性
も
全
く
な
い
と
は
断
言
で
き

ず
、
こ
の
時
点
で
こ
れ
が
偽
物
で
あ
る
と
す
る
説
得
力
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
最

後
に
信
頼
で
き
る
の
は
印
章
の
真
偽
の
判
断
で
あ
る
。

　
①
　
印
章
の
色
が
薄
い

　
偽
印
を
使
う
場
合
、
墨
蹟
の
上
に
明
瞭
に
捺
せ
ば
翻
刻
の
ミ
ス
が
露
呈
す
る
。
こ

の
作
品
は
偽
印
を
隠
す
た
め
か
、
強
く
捺
さ
ず
微
か
に
見
え
る
程
度
に
鈐
印
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
点
を
見
た
だ
け
で
偽
作
の
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
判
断
さ
れ
る
。
と

い
う
の
は
隠
元
は
墨
蹟
の
鈐
印
に
大
変
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
お
り
、
印
章
の
位
置
、

印
間
の
間
隔
は
一
定
の
決
ま
り
に
従
い
、
整
然
、
鮮
明
に
捺
さ
れ
、
杜
撰
な
扱
い
は

な
い
。
実
際
に
は
隠
元
本
人
で
は
な
く
、
専
門
担
当
の
弟
子
が
鈐
印
に
当
た
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
が
、
印
跡
が
薄
く
な
っ
た
り
、
ず
れ
た
り
し
た
場
合
、
そ
の
上
に
も

う
一
度
捺
し
な
お
し
た
例
も
残
っ
て
い
）
8
（
る
。
こ
の
作
品
の
よ
う
な
は
っ
き
り
し
な

い
、
色
薄
い
印
跡
は
他
に
見
当
た
ら
な
い
。

　
②
　
印
文
照
合
一
致
し
な
い

　「
長
嘯
一
声
天
地
驚
」
作
に
は
「
臨
済
正
宗
」
引
首
印
と
「
隆
琦
之
印
」、「
隠

元
」
の
落
款
印
の
三
顆
が
捺
し
て
あ
る
が
、
色
が
薄
く
て
印
文
が
不
明
瞭
な
と
こ
ろ

が
あ
る
。
し
か
し
比
較
的
鮮
明
な
部
分
だ
け
を
見
て
も
真
偽
を
確
か
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
こ
で
「
隆
琦
之
印
」
を
照
合
し
て
見
る
。
図
7
の
②
は
翻
刻
（「
長
嘯
一

声
天
地
驚
」
よ
り
）。
図
7
の
③
は
真
印
（「
隠
元
遺
偈
」）
よ
り
。
一
見
し
て
よ
く

相
似
し
て
い
る
が
、
対
比
し
て
み
る
と
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、「
隆
」
の
字
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図
8
　
隠
元
遺
印
箱
現
状

①
　
印
箱
蓋
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
印
箱
内
部

印
章
に
よ
る
禅
林
墨
蹟
の
鑑
識
（
劉
）

の
「
阝
」
旁
、
翻
刻
は
真
印
に
比
べ
て
幅
が
広
い
。
部
首
の
起
筆
横
画
も
右
上
が
り

で
右
部
の
横
画
と
平
行
せ
ず
、
高
く
出
て
い
る
。
ま
た
、
真
印
右
下
部
「
Ｕ
」
の
口

は
閉
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
翻
刻
は
逆
に
広
が
っ
て
い
る
。
真
印
で
は
左
右

の
間
に
間
隔
が
な
い
の
に
対
し
、
翻
刻
は
左
右
の
間
が
開
い
て
い
る
。
ま
た
真
印
で

は
「
之
」
字
の
左
の
線
は
「
し
」
の
よ
う
な
曲
線
で
あ
る
が
、
翻
刻
は
「
Ｌ
」
字

で
、
屈
曲
部
分
に
丸
み
が
な
く
直
角
を
成
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、「
印
」
の
字
の

下
部
は
、
真
印
は
縁
と
の
間
に
間
隔
が
あ
る
の
に
対
し
、
翻
刻
の
下
部
は
縁
に
近
く

て
、
曲
が
る
と
こ
ろ
も
丸
み
が
な
い
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
顕
著
な
違
い
で
あ
る
。
こ

の
墨
蹟
が
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
き
隠
元
の
墨
蹟
と
認
め
ら
れ
た
の
か
は
不
明
で

あ
る
。
し
か
し
筆
者
は
印
章
に
お
け
る
以
上
の
よ
う
な
疑
問
に
よ
っ
て
、
こ
の
作
品

は
隠
元
が
墨
蹟
で
は
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
い
。

三
、
遺
印
の
現
状

1
、
隠
元
遺
印
の
現
状

　
書
画
家
が
亡
く
な
っ
た
後
、
印
章
が
残
さ
れ
て
い
た
場
合
、
別
人
が
そ
の
印
章
を

偽
造
の
書
画
に
捺
す
と
い
う
前
例
が
書
画
史
上
に
散
見
さ
れ
る
。

　
二
〇
〇
六
年
二
月
、
筆
者
は
本
山
文
華
殿
に
保
管
さ
れ
て
い
る
隠
元
の
遺
印
の
拝

観
を
許
可
さ
れ
、
実
地
に
調
査
を
行
っ
た
。
印
章
は
黒
漆
塗
り
の
箱
に
納
め
、
保
管

さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
箱
の
蓋
表
に
貼
付
さ
れ
た
紙
に
は
「
水
晶
図
章
　
八

箇
、
石
図
章
　
弐
箇
、
法
衣
環
鑰
　
壱
ヶ
ツ
ツ
、
古
唐
墨
　
壱
塊
」
と
記
さ
れ
て
い

る
（
図
8
参
照
）。
現
在
は
法
衣
の
環
鑰
や
古
唐
墨
は
別
の
箱
に
納
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
箱
に
は
印
章
十
顆
が
現
存
し
て
い
る
（
図
9
参
照
）。
箱
の
法
量
は
一
八

×
一
八
　
高
八
・
二
（
単
位
は
セ
ン
チ
）
中
は
Ｔ
字
に
仕
切
ら
れ
て
い
る
。
う
ち
一

つ
の
枠
に
つ
ま
み
の
付
い
た
蓋
が
あ
り
、
中
に
は
朱
肉
の
跡
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
当
時
は
鈐
印
の
際
こ
の
朱
肉
を
使
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
箱
の
正
面
は
内

蔵
錠
が
掛
け
ら
れ
た
ま
ま
開
け
ら
れ
な
い
状
態
で
、
背
面
の
蝶
番
が
切
断
さ
れ
、
そ

こ
か
ら
開
閉
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
隠
元
墨
蹟
に
使
わ
れ
た
印
章
は
合
計
十
三
面
、
文
華
殿
現
有
遺
印
十
顆
十
一
面

（
双
面
印
〈
一
顆
印
材
の
上
下
面
に
二
つ
の
印
を
彫
る
〉
一
顆
　
落
款
印
「
隆
琦
之

印
」
と
の
「
隠
元
」）、
う
ち
墨
蹟
に
使
わ
れ
て
い
な
い
印
一
顆
が
あ
）
9
（

る
。
そ
れ
を
除

け
ば
、
現
有
の
墨
蹟
用
印
は
九
顆
十
面
。
引
首
印
の
「
臨
済
正
宗
三
十
二
世
」、
落

款
印
の
「
檗
山
主
人
」、「
隠
元
」
を
合
わ
せ
て
三
面
の
印
章
が
紛
失
し
て
い
る
（
図

10
参
照
）。
更
に
筆
者
が
最
も
驚
い
た
の
は
、
印
面
が
摩
滅
し
、
印
の
文
字
が
判
読

し
に
く
い
状
態
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
（
図
11
参
照
）。
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図
10
　
紛
失
し
た
隠
元
の
印
章

①
「
隠
元
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
「
檗
山
主
人
」

③
「
臨
済
正
宗
三
十
二
世
」

図
11
　
削
ら
れ
た
隠
元
の
遺
印
の
一
部
分

（
上
　
現
状
・
下
　
原
印
）

①
「
隠
元
之
印
」

②
「
隠
元
」

③
「
隠
元
之
印
」

図
9
　
隠
元
遺
印
現
状

１
「
臨
済
正
宗
」、
２
「
隆
琦
之
印
」「
隠
元
」（
両

面
印
）、
３
「
隆
琦
」、
４
「
隠
元
之
印
」、
５
「
釈

隆
琦
印
」、
６
「
檗
山
主
人
」、
７
「
隠
元
」、
８
「
隆

琦
」、
９
「
正
法
眼
蔵
」、
10
「
印
文
不
明
印
」
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知
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印
章
に
よ
る
禅
林
墨
蹟
の
鑑
識
（
劉
）

2
、
遺
印
破
壊
に
つ
い
て
の
推
測

　
隠
元
示
寂
寸
前
の
墨
蹟
「
遺
偈
」
に
は
、
鮮
明
な
印
章
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ

て
、
隠
元
の
没
後
、
何
ら
か
の
意
図
を
も
っ
て
印
面
が
削
り
取
ら
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
意
図
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
示
唆
す
る
記
録

は
残
っ
て
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
隠
元
遺
印
が
破
壊
さ
れ
た
理
由
は
遺
印
を
利
用
し

て
彼
の
墨
蹟
が
偽
造
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
隠
元
が
没
し
た
後
、
遺
物
の
一
つ
で
あ
る
印
章
は
本
山
萬
福
寺
に
厳
重
に
保

管
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
、
外
部
の
者
が
印
章
を
押
す
た
め
に
偽
作
を
萬
福
寺
に
持
ち

込
む
可
能
性
も
、
逆
に
印
章
を
外
に
持
ち
出
す
可
能
性
も
極
め
て
低
い
と
思
わ
れ

る
。
日
本
黄
檗
禅
の
開
山
で
あ
る
隠
元
の
遺
印
は
法
嗣
の
弟
子
ら
に
と
っ
て
大
変
貴

重
な
信
仰
の
対
象
物
で
、
よ
ほ
ど
の
理
由
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
破
壊
す
る
決
定
を

簡
単
に
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
隠
元
自
身
が
没
し

た
後
印
章
を
濫
用
で
き
な
い
よ
う
に
破
壊
せ
よ
と
遺
言
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。
現
状
に
お
い
て
疑
問
は
残
っ
た
ま
ま
で
あ
る
が
、
印
章
の
破
壊
は
事
実
で
あ

り
、
い
ず
れ
に
せ
よ
残
念
で
な
ら
な
い
。
隠
元
以
外
、
木
庵
、
即
非
の
印
章
も
本
人

が
亡
く
な
っ
た
後
、
所
在
不
明
に
な
っ
て
い
る
。

　
黄
檗
三
筆
そ
の
「
唐
様
」
書
風
は
渡
来
時
点
か
ら
、
今
日
ま
で
、
禅
林
お
よ
び
書

道
史
上
に
お
い
て
、
大
変
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
隠
元
の
法
孫
高
泉
に
よ
れ
ば

「
隠
元
が
一
葦
東
来
し
て
黄
檗
山
を
開
き
、
日
本
人
に
崇
仰
さ
れ
る
こ
と
景
星
鳳
凰

の
如
く
、
世
人
が
争
っ
て
そ
の
片
言
隻
偈
を
秘
蔵
す
る
…
）
10
（
…
」。

　
ま
た
、
即
非
が
九
州
に
滞
在
中
、
字
を
求
め
る
者
が
後
を
絶
た
ず
、
応
酬
の
あ
ま

り
の
忙
し
さ
に
耐
え
か
ね
て
、
自
ら
筆
硯
を
壊
し
て
戒
め
と
し
た
と
い
う
話
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
ほ
ど
三
筆
の
書
が
日
本
人
に
珍
重
さ
れ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
）
11
（
る
。

　
黄
檗
三
筆
の
書
は
一
般
に
大
字
書
に
対
す
る
評
価
が
高
）
12
（
い
。
し
か
し
小
字
行
草
こ

そ
が
彼
ら
の
書
の
精
華
で
あ
る
。
三
筆
書
法
の
原
点
は
明
代
文
人
書
家
の
小
行
書
で

あ
り
、
更
に
唐
代
の
釈
懐
素
の
草
書
を
加
味
し
、
筆
画
変
化
多
様
、
独
自
の
行
草
書

風
を
呈
し
て
い
る
。
一
方
、
大
字
書
は
来
日
以
後
頻
繁
に
書
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、

黄
檗
禅
の
風
格
を
披
瀝
す
る
よ
う
な
、
肉
太
く
力
強
い
表
現
に
努
め
て
い
る
。
字
句

は
短
く
読
み
や
す
く
、
日
本
人
が
好
ん
だ
書
風
と
も
い
わ
れ
る
。
し
か
し
大
字
書
の

用
筆
は
緩
や
か
で
線
質
も
均
一
の
太
さ
で
、
実
多
虚
少
、
加
え
て
文
字
数
も
少
な
い

た
め
模
倣
さ
れ
や
す
く
、
偽
作
が
出
て
も
判
別
し
に
く
い
。
そ
の
た
め
、
作
品
真
偽

を
判
断
す
る
際
、
印
章
の
真
偽
は
、
筆
墨
表
現
の
鑑
別
よ
り
格
段
に
確
度
が
高
い
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
印
章
を
三
筆
の
墨
蹟
鑑
定
の
根
拠
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に

は
確
か
な
意
義
が
あ
る
。
万
一
、
三
人
の
遺
印
が
濫
用
さ
れ
れ
ば
、
墨
蹟
の
真
偽
に

つ
い
て
判
断
が
困
難
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
彼
の
法
嗣
や
同
派
の
僧
侶
た
ち
に
耐

え
難
い
精
神
的
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
三
筆
の

後
人
が
、
宝
物
に
も
等
し
い
彼
の
遺
印
を
意
図
的
に
削
っ
た
り
、
破
壊
し
た
り
、
隠

し
た
り
す
る
ま
で
使
用
で
き
な
い
よ
う
に
し
た
理
由
も
説
明
で
き
る
。

終
わ
り
に

　
印
章
と
い
う
も
の
は
鑑
定
手
法
の
中
で
、
重
要
な
一
項
目
で
あ
る
が
、
完
全
な
根

拠
と
は
成
り
え
な
い
面
も
あ
る
と
思
う
。
近
年
に
お
い
て
は
印
刷
用
の
凸
版
を
作
る

技
術
を
使
い
、
寸
分
も
違
わ
ぬ
印
面
を
作
り
上
げ
る
こ
と
さ
え
可
能
な
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
単
に
印
章
だ
け
を
書
画
鑑
別
の
根
拠
と
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
正
し
い

結
果
を
生
む
と
は
限
ら
な
い
。
本
文
に
取
り
上
げ
た
三
筆
作
品
に
対
し
て
、
印
章
の

鑑
別
に
重
点
を
置
い
て
い
た
が
、
ま
た
、
作
品
の
内
容
、
技
法
、
風
格
、
紙
や
絹
の

材
質
の
違
い
、
表
装
の
形
式
な
ど
様
々
な
補
助
要
素
を
総
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
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真
偽
を
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

説
明

〇
収
蔵
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
配
慮
し
て
、
名
前
、
名
称
は
表
記
し
な
い
。

〇 

本
論
の
中
の
作
品
の
真
偽
に
関
す
る
鑑
別
は
、
あ
く
ま
で
筆
者
個
人
の
判
断
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

注（
1
） 

良
琦
、
普
荘
、
来
福
の
墨
蹟
は
『
元
明
古
徳
冊
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
エ
リ
オ
ッ

ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
付
属
美
術
館
蔵
。

（
2
） 

「
源
流
」（
付
隠
元
）
費
隠
通
融
筆
、
一
巻
、
京
都
萬
福
寺
蔵
。

（
3
） 

「
源
流
」（
与
木
庵
）
隠
元
隆
琦
筆
、
一
巻
、
京
都
萬
寿
院
蔵
。

（
4
） 

「
曹
渓
源
流
印
証
法
語
」（
付
龍
渓
）、
一
巻
、
大
阪
慶
瑞
寺
蔵
。

（
5
） 

木
庵
の
「
臨
済
正
宗
」
引
首
印
は
二
種
類
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
楕
円
形
朱
文
。
参

照

：「
圓
照
額
原
書
」（
萬
寿
院
蔵
）、「
三
幅
対
」（
萬
福
寺
蔵
）
の
引
首
印
。

（
6
） 

即
非
の
「
臨
済
正
宗
三
十
三
世
」
引
首
印
、
長
方
形
白
文
。
参
照

：「
竹
林
」
額
原

書
（
萬
福
寺
蔵
）。

（
7
） 

慧
林
、
獨
湛
、
高
泉
、
千
呆
、
悦
山
な
ど
隠
元
の
法
子
、
法
孫
ら
が
皆
「
臨
済
正

宗
」、「
臨
済
正
宗
〇
〇
世
」
の
引
首
印
を
墨
蹟
に
使
用
し
て
い
る
。
彼
ら
の
墨
蹟
は
黄

檗
宗
本
山
萬
福
寺
及
び
関
連
寺
院
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
参
照

：『
檗
僧
印
譜
』
林
雪

光
編
、
萬
福
寺
文
華
殿
に
は
複
写
本
が
あ
る
。

（
8
） 

隠
元
墨
蹟
の
鈐
印
は
一
度
は
っ
き
り
鈐
し
て
な
い
と
き
、
そ
の
上
に
重
ね
て
捺
し
た

実
例
が
あ
る
。
参
照

：「
法
運
東
行
」
墨
蹟
（
京
都
東
林
院
蔵
）
の
「
臨
済
正
宗
」
引

首
印
。

（
9
） 

遺
印
の
中
に
墨
蹟
に
は
見
当
た
ら
な
い
印
章
一
個
が
あ
る
。
印
面
が
磨
り
下
ろ
さ
れ

た
の
で
印
文
の
識
別
は
難
し
い
。

（
10
） 

平
久
保
章
著
『
隠
元
』
日
本
歴
史
学
会
、
一
九
六
二
年
九
月
、
一
八
九
頁
。

（
11
） 

（
原
詩
）

 

　
我
己
禁
筆
硯
　
為
子
開
方
便
　
走
筆
不
成
章

 

　
闘
劣
当
自
薦
　
古
印
無
篆
文
　
按
指
光
如
電

 

　
燎
却
爹
眉
毛
　
印
破
娘
生
面
　
面
孔
即
不
全

 

　
子
去
如
何
見
　
腦
後
双
眼
開
　
那
咤
頂
門
現

 

　「
示
印
光
侍
者
省
親
」『
即
非
全
集
』
第
三
巻

 

　
一
一
六
二
頁
。

（
12
） 

林
雪
光
「
大
字
に
見
る
隠
元
の
真
頂
骨
」「
…
…
三
筆
の
筆
頭
に
す
え
ら
れ
る
隠
元

が
然
る
様
で
あ
っ
た
か
ら
、
他
は
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。
た
だ
し
、
隠
元
が
誰
の

書
を
主
と
し
て
習
っ
た
か
は
容
易
に
断
じ
が
た
い
。
い
ま
先
ず
大
字
か
ら
見
て
行
く
こ

と
に
し
よ
う
。

 
 

竹
友
高
全
節
、
松
翁
寿
万
年
、
梅
仙
発
道
幽
の
三
幅
対
。
何
れ
日
本
人
の
好
み
に
応

じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
三
幅
を
見
れ
ば
、
隠
元
の
練
達
し
た
気
品
溢
れ
る
書
で
あ

る
こ
と
が
よ
く
判
る
。
ま
た
「
五
雲
峰
」
の
三
大
字
を
見
れ
ば
、
そ
の
大
字
の
才
を
十

分
に
窺
え
る
…
…
」『
禅
画
報
』
第
二
十
号
、
千
真
工
藝
一
九
九
一
年
、
一
二
頁
。
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